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ワークショップの目的

ワークショップとは？

主催者から一方的に説明するのではなく、
参加者全員が主体的に参加して、何かを
学びあったり、創りだしたりする検討手法
の１つのことです。



ワークショップの目的

このワークショップでは、日高市の公共施設の

あり方を、メンバーの皆さんで検討します。

市の公共施設の現状や課題はどうなっているのか？

市における公共施設をどうしていったらいいか？

将来にわたって、公共施設をより効果的・効率的に活

用するためには？



ワークショップは全５回

１グループにつき６～７名程度で、

４グループで進行します。

リラックスして、考えたことを共有していき

ましょう。

ワークショップの進め方 ～全体～



ワークショップの進め方 ～第１回～

今日のワークショップでは、以下の２点に

ついて意見出しをしていただきます。

1. 皆さんのこれまでの公共施設との関わり
について

2. 日高市の公共施設のよいところ・気にな
るところ



●これまでの公共施設との関わりを考えよう

小中学校での思い出、公共施設への想いを、
配布する画用紙に、絵や文で自由に表現してみ
ましょう！

今日の作業について①

他都市の事例
協和で見本作成後差し替え



●「地域のいいところ」「気になるところ」を考えよう

地域でいいなと思うこと、ちょっとここは・・・と思
うことを、各自フセンに書き込んでいきます。

子どもがよく
利用している

施設が古く、
暗い印象

窓口を増やし
てほしい

空き部屋の
利用が安い

施設の予約方
法がわかりづ
らい

センターが近
くて便利

今日の作業について②



フセンは２種類あります。

黄色フセンは「いいところ（魅力）」
●好きなところ、よいところ

赤色フセンは「気になるところ（問題）」
●困ったところ

●あまり好きではないところ など

◆ 簡潔に！短い言葉で！

◆ １枚のフセンには１つの事柄を！

◆ ２つの事柄になる場合は２枚に分けて書く。

今日の作業について②



書き込んだら、グループ内で発表します。

まずは、共有しながら地図上に貼りつけていき
ましょう。

公共施設配置図
作成後差し替え

今日の作業について②



グループ内で共有ができたら、別紙の模造紙に
貼り移し、似たもの同士を分類していきます。

小中学校
老朽化

空き部屋利用

今日の作業について②



今日の作業について②

多かった意見や面白い意見をまとめます。

最後にメンバー全体へ、グループごとに発

表をします。

各グループで一人ずつ、発表する代表者

を決めましょう。



「和やかに・気軽に参加する」

「主役は皆さん一人ひとり」

「分かりやすい言葉で表現する」

「他人の意見を否定しない」

「共存できる方法を考える」

ワークショップのルール

議論の時間は限られて
いるため、参加者全員が
発言できるよう、割り当て
られた時間を厳守して下
さい。



それでははじめましょう！


